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本⽇は、お忙しいところ、当社の電話会議説明会にご参加いただき、ありがとうございます。

ただ今から、2019年3⽉期 第1四半期決算について、弊社ホームページで開⽰
しておりますプレゼンテーション資料に沿って、簡単にご説明させていただきます。
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資料の4ページをご覧下さい。こちらに決算のポイントをまとめております。

2019年3⽉期 第1四半期は、増収・減益の決算となりました。
売上⾼は、電⼒事業での販売量が増加したこと等から、前年と⽐べて43億円増収の
2,971億円となりました。
経常利益は、競合影響や気⽔温影響によるガス販売量の減少等により、前年と⽐べて
23億円減益の233億円となりました。なお、スライド差損は66億円となりました。

資料には記載しておりませんが、当初の想定に対しては、
ガス事業において⾼気⽔温影響によるガス販売量減等がありましたが、
ゴーゴンプロジェクトの販売増等による海外エネルギー事業の増益等により
連結経常利益は概ね当初の想定通り推移しています。

ガス販売量について、家庭⽤は、他社へのスイッチングや春先の気⽔温が⾼く推移したこと
等から、前年を11.8％下回る4億6,200万⽴⽅メートルとなりました。



業務⽤等は、他社へのスイッチングや特定のお客さま先での稼働減等から、
前年を8.2％下回る14億1,500万⽴⽅メートルとなりました。

連結の電⼒販売量については、⼩売・卸の販売量が共に増加したことに
より、前年を21.6％上回る26億1,400万kWhとなりました。
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5ページには、19年3⽉期 第⼀四半期の実績数値をまとめておりますので、ご確認ください。

親会社に帰属する四半期純利益は、前年に⽐べて17億円減益の156億円となりました。
なお、⼤阪府北部を震源とする地震による損失15億円を特別損失に計上しています。
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6ページは、セグメント別の実績になります。

国内エネルギー・ガスセグメント利益は、競合影響や気⽔温影響等により、前年と⽐べて、
59億円減益の113億円となりました。

国内エネルギー・電⼒セグメント利益は、電⼒販売量は増加しましたが、昨年8⽉の電気
料⾦の値下げの影響等により、前年並みの21億円となりました。

海外エネルギーセグメント利益は、ゴーゴンプロジェクトの販売量が増加した影響や、
フリーポートプロジェクトの会計影響等により、前年と⽐べて41億円増益の48億円となり
ました。

ライフ＆ビジネスソリューションセグメント利益は、概ね前年並の31億円です。
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資産・負債項⽬や、主な財務指標の実績は、7ページの通りです。
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8ページは、冒頭でご説明しましたガス、電⼒の販売実績について、詳細にまとめておりますので、
ご確認ください。

低圧電気供給件数は、2018年6⽉末時点で70万2千件となり、7⽉30⽇時点では、
約72万件となりました。

お客さまアカウント数は、ガス事業での離脱影響はありましたが、ガス事業での新設や
電⼒⼩売契約の獲得に加え、今年の4⽉から住ミカタ・プラスのサービスを拡充し、
2018年3⽉末から34万件増の862万件となりました。
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9ページ、10ページにはガス販売量の増減要因について記載しております。

家庭⽤ガス販売量では他社へのスイッチングや、気⽔温が昨年に⽐べて⾼く推移した影響等
により、前年⽐-11.8％となりました。
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業務⽤等のガス販売は、他社へのスイッチングや、特定のお客さま先での稼働減少等により、
前年⽐-8.2％となりました。

なお、今年度の⾒通しについて変更はありません。
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11ページに、成⻑投資実績について記載しておりますので、ご確認ください。

成⻑投資実⾏額は435億円で、年間計画に対して29％の進捗です。
内訳は、国内エネルギー47億円、海外エネルギー314億円、ライフ＆ビジネス
ソリューション73億円となりました。

最後に、昨⽇、当期内に⼀般ガス供給約款料⾦の改定を⾏うための検討を
開始することを発表いたしました。
今回の改定は、前回の2015年1⽉の改定以降の経営効率化の成果や、今後の
さらなる効率化努⼒による固定費削減等を踏まえて⾏うものです。
具体的な内容は、決まり次第、速やかに公表いたします。

以上で、2019年3⽉期 第1四半期決算についてのご説明を終わらせていただきます。
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